
様式１ 

 

令和５年度 文化財防災訓練等実施状況報告 
都道府県名 

沖縄県 

行 事 名 称 令和５年度 那覇市文化財防火訓練 

実施期間・日時 令和６年１月 26日 金曜日 10：00～11：00 

実 施 場 所 特別名勝 識名園（沖縄県那覇市字真地 421-7） 

主 催 者 那覇市 市民文化部 文化財課 

■実施内容 

訓練の想定 

識名園の御殿が、不審火により出火し、自衛消防隊の初期消火活動及び避難誘導を行う。 

更に、初期未消火となり消防隊員が到着し放水消火活動を行う。 

訓練の内容 

識名園管理委託業者の職員による火災発見、119番通報、避難誘導（ケガ人搬送含む）、自衛消防隊による屋外消

火栓を使用した初期消火活動。防火訓練終了後、消火器使用訓練を実施。 

参加者及び役割分担 

識名園管理委託職員（15名）：避難誘導（ケガ人搬送含む）、119番通報、初期消火（放水）、消火器訓練 

那覇市消防局（神原分署）（8名）：消防計画の流れに沿って訓練されているか確認、講評 

那覇市文化財課（5名）：防火訓練の企画・実施、現場立会 

消防設備協会職員（1名）：参加 

特に工夫した点 

訓練前の事前確認の時に消防職員も一緒に、訓練の流れを確認したこと。 

 

問題点・課題 

現在は、消火栓に電話機（有線）を接続した上で、受付に連絡後、消防に通報している。しかし現在は、ほぼ全

員が携帯電話（スマホ）を持っているので、現場確認後に直接消防へ連絡した方が、良いのではないか？ 

その他 

 

訓練風景 

 

 
火災発生後(自衛消防消火)       消防到着後放水           消火器訓練 

 


